
事業計画地は、鶴崎灰捨場跡地の約3.5ha
（約35,000㎡）を基本とし、拡張する場合は活
用可能最大範囲として約6.6ha（約66,000
㎡）を想定する。

桜島は、わが国初の国立公園のひとつである霧島錦江湾国立公園に位置し、標高1,117メートル、周囲52キロメー
トルの、錦江湾に浮かぶ活火山であり、鹿児島のシンボルとして、また、気軽に活火山を間近で体験できる観光地として
人気の高いエリアとなっている。

鹿児島市では、コロナ禍で落ち込んだ観光消費の改善に向け、また、地域のシンボルとなる桜島の活性化に向けて、
市の主要観光地としての再生・高付加価値化に向けた検討を進めている。

本計画は、桜島の自然を活かしたアクティビティについて、今後の整備に向けた基本的な方向を示すことを目的とする。

桜島自然体験アクティビティ施設導入基本計画【概要版】 令和7年1月

①計画の目的

②事業計画地の概要

図 事業計画地
※上記は不動産登記の範囲とは一致しない概ねの敷地範囲を示す。
※今後の検討状況によって、事業計画地の範囲を変更する可能性がある。
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図 桜島位置図
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表 計画地の概要
鹿児島市桜島横山町所在地
鶴崎灰捨場跡地︓約35,000㎡敷地面積
鹿児島市所有者
都市計画区域外都市計画関連
-建蔽率・容積率
〇自然公園法
〇景観計画区域（桜島ゾーン）
〇都市計画法
〇森林法

法令に基づく制限

〇電気︓九州電力（敷地外の車道等から引廻しが必要）
〇給水︓上下水道局（敷地外の車道等から引廻しが必要）
〇排水︓浄化槽（整備要）
〇電話︓ＮＴＴ（敷地外の車道等から引廻しが必要）
○敷地内に温泉の引廻しの可能性あり

供給施設情報

○もともと火山灰の堆積場のため地盤改良が必要となる可能性あり。その他整備条件
計画地の状況

灰捨場となっていたが、現在は剪定枝の仮置き場等、維持管理バックヤードとして活用している。土地利用
海辺に近接し平地が広がっている。地 形
剪定枝の仮置き場として使用している場所以外は、自生の中低木やつる性植物（葛）が繫茂し立ち
入れない状況となっている。植物・植生

既存展望施設から桜島の山頂がよく見える。
海辺に近づくことができ、海辺を感じながら対岸の鹿児島市も一望できる。景 観
・平地は広く拡張性が高い。
・フェリーターミナルからのアクセスの際に高低差がなく近い。
・溶岩なぎさ遊歩道からのアクセスも可能である。

その他特徴

国内では新型コロナウイルス感染症の影響により大きく落ち込んでいた観光需要も同感染症の第５類への移行により、以前の状態にもどりつつあり、
令和5年において鹿児島周辺で来訪者の最も多い場所は桜島となっている。また、外国からの来訪者数も大きく改善しており、鹿児島市での訪問観光
地は桜島が最も多く、国内、国外とも、鹿児島市を初めて訪れた観光客、2回以上訪れた観光客いずれも訪問観光地として桜島が最も多い。

③観光動向

【国内観光動向】

令和5年の鹿児島市の総観光客数は、900万9千人で、前
年に比べ183万2千人増（前年比25.5％増）となった。

令和5年の鹿児島市の宿泊観光客数は、377万9千人で、
前年に比べ82万1千人増（前年比27.8％増）となった。

図 鹿児島市 総観光客数の推移
出典︓令和5年 鹿児島市観光統計

図 鹿児島市 宿泊観光客数の推移
出典︓令和5年 鹿児島市観光統計

宿泊観光客数を発地別に見ると、九州・沖縄地区96万7
千人（構成比27.1％）が最も多く、次いで県内89万9千人
（同25.2％）、関東地区77万1千人（同21.6％）と続き、
この3地区で全体の74.0%を占めている。

図 鹿児島市 宿泊観光客の発地割合
出典︓令和5年 鹿児島市観光統計

【海外からの観光動向】

図 鹿児島市内の観光地
鹿児島市観光消費額調査・マーケティング分析報告書 資料編（令和6年2月）

図 鹿児島市旅行行動
鹿児島市観光消費額調査・マーケティング分析報告書（令和6年2月）

鹿児島市内の訪問観光地では桜島が24.5%と最も多い。
また初めて鹿児島市を訪れる観光客の35.5%、2回以上鹿
児島市を訪れている観光客の20.3%と、いずれも鹿児島市へ
の訪問観光地として桜島が最も多い結果となっている。

外国人宿泊観光客数は、新型コロナウイルス感染症の影響で、
2021年（令和3年）では約8,000人（令和元年の約16％）まで
減少したが、2023年（令和5年）には、21万6,930人（令和元年
の約44％）となっている。

鹿児島市内の訪問観光地では桜島が83.1%と最も多い。また、過
去に日本には来ているが、初めて鹿児島市を訪れた観光客の90.5%、
2回以上鹿児島市を訪れている観光客の70.7%と、いずれも鹿児島
市内における訪問観光地として桜島が最も多い結果となっている。
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桜島フェリーターミナル●

●道の駅 桜島
火の島めぐみ館

※計画地からフェリーターミナルまでの距離 約1.5km
（徒歩で約20分 車で約４分）
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◇現時点における事業のスケジュー
ルは以下を予定している。

◇事業手法については、民間事業
者のノウハウ等を活用した官民連
携による事業手法で実施すること
を基本とし、今後具体的な検討を
行う。

新型コロナ感染症の拡
大により、全国的に観光動
向に大きな影響があった令
和４年の状況に対し、同
感染症が第５類へ移行し
た現在（令和６年）の状
況を比較した。

結果として、桜島への来
訪意向や、今後体験して
みたい上位2番目までは変
化していない。

④ＷＥＢアンケート 桜島への来訪意向について、令和４
年と令和６年で変わらず、約9割の方が
「また行きたい」と回答している。

図 前回の調査結果
（令和４年）

図 今回の調査結果
（令和６年）

桜島で今後体験してみたいことは、令和4年と令和6年で変わらず、「海や
桜島を眺めながらゆっくり過ごす」が6〜7割で最も多く、次に「島内を巡るガイ
ドウォーク等への参加（火山ガイドウォーク、ナイトウォーク等）」が2割程度と
なっている。

図 前回の調査結果（令和４年） 図 今回の調査結果（令和６年）

⑥整備コンセプトの検討

⑨今後の事業の進め方
桜島自然体験アクティビティ拠点における、主なターゲットの過ごし方や、展開が想定され

るアクティビティ及び整備が有効と考えられる施設イメージを整理した。なお、施設については、
計画地が国立公園内に立地することを踏まえ、自然公園法に留意することが必要となる。

⑦導入機能イメージ

施設イメージ想定されるアクティビティ例拠点施設での過ごし方機能
案内所・桜島内のみどころや、拠点施設の内容を把握

・火山周辺のウォーキングイベント等桜島内での既存アク
ティビティへの参加受付

桜島（火山）を知る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

プール（水泳場）、海岸沿いの木デッキ、海辺への
アクセス路、水上アスレチック

・錦江湾を眺めながら、誰もが安全で快適に泳いだり、プー
ルサイドでくつろぐ

・ダイビングやSUP、シーカヤック等の水辺でのマリンレジャー
を楽しむ（既存マリンレジャーと連携）

・水辺で錦江湾の水際の生き物を観察

錦江湾を体感する

林内のアスレチック遊具、多目的広場・周辺の林や広場で自然を感じながら体を動かして楽しむ周辺の緑を体感する
温浴施設（サウナ、スパ）・桜島ならではの資源を活用し心身を整える桜島に癒される
屋外ステージ（野外劇場）・季節や時間帯に応じて開催されるプログラムを楽しむイベントを楽しむ
レストラン、フードコート、キッチンカー広場・地域の食材を使って作られた食事を味わう桜島の食を楽しむ

食 売店（食料品）、BBQサイト（道具貸し出し）・購入した食材を、その場で手軽に自分で調理して食べる食材を自分で調理して
楽しむ

売店（土産物屋）・購入した特産物を現地から自宅等に発送する
・その場で食べて味を実感する

桜島の特産品を購入す
る

買
い
物

カフェ、パブ、駐車場、ロッカー、キャンプ場（コテージ、
グランピング含）、デイキャンプサイト、ワーケーション
施設

・錦江湾を眺めながらゆっくり滞在する
・拠点以外の周辺を歩いたり自転車等で周遊するために
荷物を預ける

・桜島の自然を身近に感じながらカジュアルに宿泊する
・桜島を長期に楽しむため、仕事をしながら滞在する

桜島の自然に囲まれて
ゆっくりと過ごす

滞
在

レンタルモビリティ（レンタサイクル、セグウェイ等）・自家用車でなく自転車等で身軽に移動する
・桜島港から快適に移動する

快適にアクセス及び移
動する

交
通

【7年目】

【4・5年目】

【1～3年目】

【6年目】

・地盤調査
・測量調査
・事業手法検討
・官民連携可能性

調査
・各種手続き

・事業者の公募
・事業者の決定

・契約
・設計

⑧土地利用イメージ

また行きたい

90.7%

行くつもりはない

9.3%

n=300

14.7%

25.0%

16.2%

62.9%

18.8%

10.7%

8.1%

2.9%

0% 50% 100%

周辺の海での体験プログラム等への参

加（釣り、SUP、シーカヤック等）

島内を巡るガイドウォーク等への参加

（火山ガイドウォーク、ナイトウォーク等）

サイクリング

海や桜島を眺めながらゆっくり過ごす

キャンプ場・オートキャンプでの宿泊

グランピングでの宿泊

波打ち際の海の生物観察

その他

n=272

また行きたい

87.0%

行くつもりはない

13.0%

n=300

9.2%

3.8%

19.9%

16.9%

74.3%

6.1%

8.8%

5.0%

6.9%

8.4%

0% 20% 40% 60% 80%

周辺の海での体験プログラム等への参加（釣

り、SUP、シーカヤック、シュノーケリング等）

島内での体験プログラム等への参加（ジップ

ラインやアスレチック、バギー等）

島内を巡るガイドウォーク等への参加（火山ガ

イドウォーク、ナイトウォーク等）

サイクリング

海や桜島を眺めながらゆっくり過ごす

キャンプ場・オートキャンプでの宿泊

グランピングでの宿泊

波打ち際の海の生物観察

日帰りのデイキャンプ・バーベキュー

その他：

n=261

⑤法との関係等（自然公園法）

計画地周辺は、自然公園法に基づいた利用施
設計画の中で、「園地」又は「野営場」と位置付け
られているが、現段階では、より幅広く多様な機能
の導入が可能な「園地」での整備を想定している。

なお、公園事業としては事業計画の決定の手
続きが必要である。

また、「園地」の整備方針として、「溶岩原の展
望と火山の観察の場として整備する。」と示されて
おり、下表に、管理運営計画書に示されている
「園地」で整備することができる付帯施設を下記に
示す。

具体的な施設イメージ種 類
レストラン、カフェ、フードコート、パブ、
屋内遊び場等

休憩所
展望施設

物産館、直売等案内所
キャンプ場（コテージ、グランピング
含）、デイキャンプ場、BBQサイト
等

野営場

フィットネス、スポーツ施設、屋外の
広場、既存林内アスレチック等

野外の運動場
（小規模なものに限る）

プール等水泳場

水辺の桟橋、デッキ等舟遊場
（小規模なものに限る）

－スケート場
（小規模なものに限る）
駐車場

スパ、温浴施設、サウナ等公衆浴場
公衆便所
野外劇場及び植生復元施設

国立公園「園地」に導入可能な付帯施設一覧

・整備工事
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